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平成２０年１２月１１日 

 

阿部野橋ターミナルビル整備計画、年間５，０００トンのＣＯ２を削減。 

環境に優しいまちづくりを先導します。 

～国土交通省公募の「住宅・建築物省ＣＯ２推進モデル事業」に採択されました～ 

 

近鉄では、南大阪の中核拠点であるアベノ地区の都市機能やイメージを飛躍的に向上させるべく、百貨店、

オフィス、ホテル等からなる高さ３００メートル、日本一の超高層複合ビルを建設する「阿部野橋ターミナル

ビル整備計画」を進めておりますが、同事業において、省ＣＯ２への取組みを強力に推進し、地域社会、地球

環境保全に寄与するまちづくりのリーディングプロジェクトを目指します。 

本取組みにより、ＣＯ２の排出量を標準的なビル（※１）に比べて約２５％減の年間約５，０００トン削減

する計画といたしました。ＣＯ２約５，０００トンとは、１年間で同量のＣＯ２削減をスギの人工林で実現す

ると約６４０ｈａ分（※２）に相当し、この広さは、奈良公園とほぼ同じ面積となります。 

 

本取組みに要する投資額は、総額１００億円規模を見込んでおります。なお、今般、国土交通省が公募する

「住宅・建築物省ＣＯ２推進モデル事業（平成２０年度第 2 回）」に採択され、その内容を評価いただきまし

た。 

また、環境や機能性等を総合的に評価するＣＡＳＢＥＥ（建築物総合環境性能評価システム）において、Ｓ

ランクを取得する予定であり、ご入居いただくテナント様からも評価をいただけるものと考えています。 

本取組みの主な内容は、①先端的エネルギーシステム、②ビル内部に自然を取り入れる建築設計、③複合機

能間・エリア内エネルギーの有効利用、④ソフト面での省ＣＯ２活動の４項目であり、詳細は以下のとおりで

す。 

※１（財）省エネルギーセンターから平成１７年に発行された省エネルギー調査資料を用いて、推定した標準的なビル。 

※２ 林野庁ホームページ「地球温暖化防止に向けて」より算出 

記 

 

１．バイオガス発電など先端的エネルギーシステムの採用  ＣＯ２削減：約３，５００トン 

百貨店・オフィス・ホテルからなる複合ビルであることに着目し、百貨店やホテルの厨房から生じる生

ごみから発生するガスを利用するバイオガス発電（※別紙１参照）を、高層ビルでは日本で初めて実施す

ることを計画しています。 

  他にも、太陽光発電、風力発電等の自然エネルギーの積極活用とともに、インバータターボ冷凍機や高

効率照明（ＬＥＤ等）等の最先端省エネ機器を導入します。 

   

２．ビル内部に自然を取り入れる建築設計  ＣＯ２削減：約７００トン  ※別紙２参照 

   ビル内部に吹き抜け状のボイド（空隙）を設け、夜間の涼しい外気を取り入れる構造とすることで、冷

房の利用率を低下させ、省ＣＯ２を実現します。このボイドは、採光窓の役割も果たすことから、照明電

力の削減にも寄与します。 

また、ビルの中層および屋上階に緑化地帯（計約２，２００㎡）を設け、ヒートアイランド抑制にも努

めます。 

このほかの工夫として、雨水や中水を積極的に利用する設計とし、年間約２８万トンの節水を行います。 
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３．複合機能間・エリア内エネルギーの有効利用  ＣＯ２削減：約８００トン  ※別紙３参照 

   複合ビルのメリットを生かし、百貨店の冷房で発生した排熱エネルギーをホテルやオフィスの給湯・暖

房で利用する等、エネルギーの有効利用を行います。 

また、今回建設する超高層ビルと、隣接する既存の百貨店建物およびＨｏｏｐの３館の空調設備を接続

し、超高層ビルに設置する高効率冷房機器を中心に３館の冷房を一体コントロールすることで、エリア内

全体の冷房エネルギーを最小化するマネジメントも実施します。 

 

４．ソフト面での省ＣＯ２活動 

入居テナントごとにＣＯ２排出量を測定するセンサーを設置し、館内に「エコインフォメーション」と

して公表することで、省ＣＯ２に対する意識を高め、加えてＣＯ２排出量の少ないテナントには優遇措置

を行うなど、ソフト面からも省ＣＯ２を推進します。 

また、現在も試験的に実施しておりますパーク＆ライドサービスも本格的に実施する予定であり、ビル

外でも省ＣＯ２活動に取組んでまいります。 

 

（ご参考） 

■国土交通省 住宅・建築物省CO2推進モデル事業 

住宅・建築物における省CO2対策を強力に推進し、住宅・建築物の市場価値を高めるとともに、住居・生

産環境の向上を図るため、省 CO2の実現性に優れたリーディングプロジェクトとなる住宅・建築プロジェク

トを、国が公募し、整備費等の一部を補助するもの。 

なお、今回（平成２０年度第2回）は、１１件のプロジェクトが採択されました。 

※国土交通省 住宅・建築物省ＣＯ2推進モデル事業 URL http://www.kenken.go.jp/shouco2/ 

 

■CASBEE 

CASBEE（建築物総合環境性能評価）は、省エネや省資源・リサイクル性能といった環境負荷軽減の側面

はもとより、室内の快適性や景観への配慮といった環境品質・性能の向上の側面も含めた建築物の環境性能を

総合的に評価し格付けするシステム。 

※CASBEE 建築物総合環境性能評価システム URL http://www.ibec.or.jp/CASBEE/index.htm 

 

以 上 

 

 

 

 
 
 
 
 
 



生ごみ厨房排水

バイオガス

廃水処理槽

メタン発酵槽

ディスポーサー

熱

電気

コジェネレーション

（ガスエンジン＋発電機）

発電量：1100～1600kwh/日
※一日あたりのごみの排出量を3tと想定した場合

１.バイオガス発電
CO2削減：約800トン

生ごみを粉砕

百貨店・ホテルレストラン

生ごみ発生源
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展望台

オフィス

百貨店

ホテル

２.ビル内に自然を取り入れる建築設計

窓の構造

ガラス

外部 内部

床下

天井

夜間冷却

緑化

風の流入

ボイド

ボイド

ボイド

外気

排気
太陽光

自然採光を行う

→照明電力低減

夜間に冷たい外気を取り
入れる。

→翌朝の冷房負荷低減

緑化緑化

緑化

ガラスを二重にし（ダブルスキン）、そ
の間に室内の空気を通過させることで、
直射日光により暖められた空気を屋外へ
排出し、室内の温度上昇を低減させる。

→空調負荷低減

CO2削減量：約700トン

ボイド・・・
建物内に設けられた吹き
抜けで、外気を取り入れ
ることに利用する。

阿部野橋ターミナルビル
イメージパース
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給湯

暖房

冷房

ホテル

HOOP

３.複合機能間・エリア内エネルギーの有効利用

冷房することによる
空調機からの排熱

高効率
熱源機器

CO2削減量：約800トン

冷房 冷房

複合ビル内で発生した
エネルギーを有効活用

エリア内のエネルギーを
有効利用

オフィス

百貨店

既存百貨店

今回建設する超高層ビルの高効率機器で３館全ての冷房を行う

回収した熱をホテルや
オフィスの給湯・暖房
などに利用
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